
数
的

係

の
件

数

を

蔵

せ
光

る

物

語
本

で

抑
綿

を

は

rJ

む
｡

上
怨

は
輔
靭

寄

蔵

乃
事

以

下
給

の
許
､
中
食

は

八

つ
､
下
巻

五

つ
の
話

よ
-
成

っ
て

ゐ
る
｡

そ

の
他

に
佐

々
木
家

の
日
記

と
嗣

す

る
江
凍
武
鑑

､

浅
井

家

の
事

を
記

し
た

る
洩
非

三
代

記

､
降

っ
て
天
保

車

間

の
甲
賀

百
姓

一
按

を
記

し
た

る
首

足
革

雑
記

､

天

保
義
民

錬
(
明
治

二
十
六
年

活
版

本
)
等

の
物

語

本
'

叉

は
近

江
開
城

蹟

記
(
.i
柵
)
江
州
武
家

古

城
記

(
一
冊
)
等

の
特

殊
な

る
も

の
'

近

江
図
式

乱
考

(
山
冊
暴

川
辰

晴

)

等

が
あ

る
.

rJ
の
小
篇

ほ

て

は
特

に

地
方
的

を

地
誌

に

は
梱

れ
孜

か

つ
允
が
番

眉

だけ
拳

げ

る
と
栗

太

志

(
EE

申
適

齢

)
､
栗

太

郡
誰
(
山

本
栗
療

)
'
湖
西

記
(
安

永
年

間

加
賀
滞

士
基

)
､
彦

根
並

近
郷

社
古

間
寄

(
著

者
年

代

不

詳

'

高
尚

同
番
館

)
が

あ

る
｡

終
り

に

乙

の
小
篇

作
製

に
多

大

の
御

援

助

を
賜

は

っ

た

､
護

瓶
閲
巻

舘

.
長
潰

下
郷

文
庫

'
彦

根

高
商

固
審

舘

は
操
-

戚
謝

す

る
次
姉

で
あ

る
｡
(
昭
利
九
咋
感
宜
)
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新

著

和せ

新

著

紹

介

○
大
塚

地
理
嬰

曾
論

文
集

第
四
輯

二
光
四
封

些
淋
i=今

朝
耽
改
行

丸
和
十
二
月

定
侶
二
脚
三
〇
伐

総
刊
き
れ
て
行
っ
て
人
文
地
捌
研
究
の
趨
勢
を
示
し
且
つ
研
究
者
へ

の
指
針
と
な
っ
て
ゐ
る
本
論
文
弘
節
四
叫
は
内
m
兜

t
｡
凹
中
称
僻
｡花

井
認
次
｡
稲
井
英
一
郎
の
紺
地
蝕
が
陣
預
に
洗
っ
て
､
多
-
の
文
理
科

大
串
蝕
を
率
ひ
､
殊
に
本
論
文
弘
の
後
牛
が
興
銀
の
耶
塊
に
成
る
静
岡

峠
下
の
人
文
地
測ー
の
論
文
七
節
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
が
著
し
い
.
各
論

攻
の
紫
解
と
越
EE
と
を
例
に
よ
っ
て
次
に
騨
げ
る
｡
(S
)

北
非
釆
次

升
掃
出
地
米
南
山
髄
地
域
の
地
形
に
就

て

(

節

Ji
報
)

稲
井
鵜
一
郎

新
拘
螺
下
に
於
け
る
稗
雷
の
地
域
的
研
究
(枇
報
)

利
E
敏
雄

米
伴
村
内
に
於
け
る
局
数
内
の
土
地
利
用
の
挺
進

内
川
光

.L

拭
赦
野
の
計
継
的
開
拓
の
一
例
(
上
)

槻
非
柴
紀

大
和
川
戟
河
似
地
域
の
村
落
牡
非

E
中
伴
僻

近
江
盆
地
に
於
け
る
轍
迫
閑
曲
前
の
艶
及
び
魚
の
移
入

路
に

就
い
て

川
中
樽
榊

櫛
㈹
地
力
に
関
す
る
分
析
研
究
(
小
拝
)

欠
格
仁
古

称
的
吋
を
中
心
と
す
る
茶
業
の
地
枇
数
的
軒
先
(批
耽
)

尾
原
信
珪

脚
糊
巾
の
小
工
業
地
域

鴇
希
串
雅

締
水
市
の
歴
史
地
理
餅
的
研
究
(
節

1
戟
)

伊
磁
軸
平

静
岡
嚇
久
離
山
繭
故
に
放
け
る
早
期
布
栽
蛸
の
立
地
に

的
す
る
軒
先

上
壁
隅
男

坂
倍
川
及
大
井
川
上
流
地
域
の
人
文
地
割
餅
的
考
妹

(

縦
軸
)

二
.C1

七
九



地

球

妨
二
十
三
番

巾3:=多
相
倍
大

僻
岡
地
方
に
於
け
る
北
村
油
紙
:
地
域
の
研
究
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O
印

度

に

於

け
る
農
産
物
生
産
統
制

l
九
三
四
舛
閏
月
デ

リI
に
於
け
る
雑
沸
骨
談
に
布
の
銃
座
統
制
が
試
せ
ら
れ
た
｡

一
､
米

牝
非
の
批
状
か
ら
印
鑑
各
地
は
現
れ
作
付
煉
別
以
上

に
相
加

を
し
な

い
こ
と
'
そ
れ
は
世
界
は
現
衣
米
穀
の
過
剰
地
建
に
陥
っ
て
ゐ

る
と
い
ふ
怒
見
に
よ
つ
た
が
､
し
か
し
孟
貿
州
以
外
の
各
州
は
す
べ
て

印
度
紘
米
赦
生
産
過
剰
に
あ
ら
ず
と
の
べ
た
､
殊
に
ビ
ル
マ
代
表
は
も

し
印
庇
に
於
け
る
ビ
ル
マ
米
の
帝
.'EK
が
親
水
の
杜
比
を
抄
紙
す
る
に
於

て
は
､
ビ
ル
マ
に
於
け
る
米
が
排
底
す
る
と
の
べ
､
米
の
血
走
制
限
は

11-
合
せ
が
川
水
な
か
っ
た
'
同
峰
に
外
槻
輸
入
米
に

.1
モ
ン
ド
に
つ
き

tJ
留
比
例
安
の
瓢
稔
を
な
さ
ん
と
の
怒
見
に
封
し
て
'
純
務
長
骨
は
そ

れ
は
滞
茄
で
あ
る
t
も
し
こ
れ
を
や
る
と
格
外
凶
に
於
け
る
印
鑑
=3
凍

晶
会
部
に
戦
役
の
供
あ
り
と
狩
脅
し
た
O

ビ
ル
マ
･
マ
ド
ラ
ス
･
ベ
ン
ゴ
ー
ル
･
中
火
等
争

託
嬰
徳
地
は
撃
灯

米
粒
佃
松
を
不
常
な
り

と
し
之
が
紙
鹿
を
女
児
し
た
が
成
立
し
な
か
っ

た
､
同
時
に
関
内
で
の
肋
路
抑
非
を
は
か
る
こ
と
が
肝
嬰
だ
と
い
ふ
の

で
'
晶
解
の
改
良
を
は
か
り
岐
波
の
鎚
袋
を
引
下
げ
る
こ
と
に
努
力
し

や
う
と
叫
合
し
た
｡

二
､
小
夢

小
妙
の
作
付
床
別
三
千
三
甘
花
壇
に
制
限
し
や
う
と
の
談

も
亦
不
成
立
に
な
っ
た
､
｡ハ
ン
ジ
ャ
ブ
及
シ
ン
ド
の
代
教
務
は
こ
の
雨

第
二
拙

二
三

八

〇

地
方
の
主
賓

:.d
碑
吻
で
あ
る
か
ら
之
を
胴

-限す
る
こ
と
は
以
て
の
外
だ

と
い
っ
た
｡

三
'
綿
花

に
つ
い
て
は
作
付
反
別
の
御
伽
と
‖仰
純
の
逃
稗
を
考

へ
粍

川
北
に
槻
内
消
炎
に
泌
す
る

V
e
r
u
m

輔
の
油
紙
聯
加
及
シ
ソ
ド
地
方

に
珪
す
る
長
紙
緋
の
柵
純
を
姫
脚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
O

四
'
糞
麻

に
掬
し
て
は
ベ
ン
ゴ
ー
ル
地
方
放
縦

の
組
純
せ
る
特
別
湘

査
番
貝
に
ま
か
せ
る
罫
に
な
っ
た
｡

五
､
落
花
生
及
カ
ス
タ
ー

印
鑑
の
拓
北
S
.;
i
)青

光
十
代
ト
ン
乃
至

三
甘
三
十
代
ト
ン
で
あ

る
､
一
九
三
三
咋
五
十
関
前
六
千
咽
を
輪
川
し

た
が
更
に
桝
座
の
僚
地
あ
る
'.(
L
と
｡

六
､
五
麻
瑠

作
付
反
別
三
宵
二
十
五
胡
蝶
で
四
十
孤
ト
ン
内
外
を
姥

川
す
る
､
こ
れ
は
∩州
部
位
良
だ
か
ら
胎
二
育
代
暖
の
帥
･S
を
御
伽
す
る

こ
と
に
き
め
た
｡

七
'
畑
茸

図
内
需
班
六
甘
端
封
舵
を
碓
称
す
る
た
め
に
､
作
付
仰
析

三
筏
噂
を
聯
す
こ
と
'
炎
仙
骨
鞭
は
未
だ
蕊
嬰
牡
が
な

い
､
寄
産
物

･

火
水
及
北
東
戦

い
づ
れ
も
神
姥
を
娘
励
し
保
碓
納
税
を
か
け
る
こ
と
に

き
め
た

O

O

パ

レ

ス
タ

イ

ン

バ
レ
ス
タ
イ
ン
に
猫
大
災
族
の
問
を
邦
雄
す

るザ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
逆
潮
は
'
パ
レ
ス
ク
イ
ン
に
拭
任
せ
る
雌
少
の
鶴

大
人
の
希
党
た
り
し
の
み
な
ら
ず
､
多
年
外
的
で
迫
寮
さ
れ
て
ゐ
る
同

族
の
熱
望
で
あ
っ
て
､
本
圃
を
迫
ほ
れ
て
二
千
咋
冊
に
亘
る
経
年

の
希

IjTg
は
彼
等
白
身
の
努
力
に
よ
っ
て
炎
何
社
は
漸
次
具
膿
化
し
た
'
花
近

で
は

]
八
九
七
年
.ハ
ス
ラ
の
節

l
帽
ザ
イ
オ
Jt
ス
ー
大
骨
で
'

-
1IJ
･1日-
･Jlll､I･..IIfI一t


